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概要– 学校で生じるいじめは教育現場での大きな問題とされる．この問題を解決する手立てとして，生徒の学級
内の交友関係や，生徒個人の個性の分析が挙げられる．そこで本研究では，心理学で用いられる社会的スキルの
うち，コミュニケーションに関する能力に着目し，生徒の学級内での立場とコミュニケーション能力の関係をマ
ルチエージェントシミュレーションを用いて分析するモデルを提案する．
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1 はじめに
これまでいじめ問題について，様々な分野で研究が
おこなわれてきた．そこでは生徒の個性として「自己
主張力」「同調力」「共感力」が用いられることが多いが
学術的な裏付けが乏しい．そこで本研究ではこの三要
素を心理学で用いられる社会的スキルに置き換え，生
徒の学級内での立場とコミュニケーション能力の関係
の分析を行う．

2 社会的スキル
社会的スキルとは，対人関係を円滑に運ぶためのス
キルである．菊池 1) 2) は Goldsteinら 3) の若者のた
めの社会スキルを基に，KiSS-18と呼ばれる尺度を作
成した．この社会的スキルは 6種類に分類される．本
研究ではその中からコミュニケーションを行った際に
影響を与えると考えられる，感情処理のスキル，攻撃
に代わるスキル，ストレスを処理するスキルを用いる．
スキルの内容から，感情処理のスキルは共感力，攻撃
に代わるスキルは同調力，ストレスを処理するスキル
は自己主張力に相当すると考えられる．

3 提案モデル
本研究では，鳥海ら 4)の学級集団モデルのコミュニ
ケーション方法を基に，青木らの 5) 同調力と大久保
ら 6)の自己主張力と共感力を付加したマルチエージェ
ントモデルを構築する．ただし，本研究では生徒の個
性が交友関係に与える影響に着目しているため，鳥海
らのモデルから教師によるコミュニケーション介入を
削除し，新たに友人グループを導入する．生徒エージェ
ントは 1対 1のコミュニケーションと，友人グループ
内全体でのコミュニケーションを行い，会話相手と話
題対象に対する好感度を変更する．好感度の変化を基
に友人リンクや友人グループを更新する．

4 実験と考察
生徒エージェントの感情処理のスキル，攻撃に代わ
るスキル，ストレスを処理するスキルの値をそれぞれ
平均 0.5，標準偏差 0.25 の正規乱数で与え，実験を行
う．1 回のシミュレーションターンは 2000 ターン（約
1年間を想定）とする．友人リンクを誰からも張られ

Table 1: 孤立エージェントの社会スキル
感情処理の
スキル

攻撃に代わる
スキル

ストレスを処理する
スキル

0.038378 0.043514 0.03973

ていない生徒エージェントを孤立エージェントとする．
孤立エージェントとなったことのある生徒エージェン
トの社会的スキルの平均値を Table 1に示す．
Table 1の結果より，全体的に社会的スキルが低い生
徒エージェントが孤立エージェントになりやすいこと
がわかった．社会的スキルが低いとコミュニケーショ
ンを円滑に運ぶことができず，友人関係が安定しない
ため，本モデルは現実に即したものだと思われる．

5 今後の課題
今回は孤立エージェントに着目して実験を行ったが，
グループのリーダーになり得る生徒エージェントや友
人グループ内のエージェントについてもそれらを特徴
づける社会的スキルがあると考えられる．今後は試行
回数を増やし，それらエージェントの特性についても
分析を行い，学級内の生徒の立場とコミュニケーショ
ン能力の関係性を明らかにしていく．
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